
様式第１号（第２条関係） 

 

 

新居浜市ＳＤＧｓ推進プラットフォーム分科会活動計画書 
 

 

分科会名称 

 

 

資源循環の推進によるカーボンニュートラルの実現 

 

 

分科会提案会員 

 

 

アサヒグループジャパン株式会社 

 

 

目 的 

 

 

 

① プラスチックの資源循環、ごみ焼却・食品廃棄ロス削減を推進し、 

カーボンニュートラルに繋げる 

② 小中学生をはじめとした、市民の環境に対する意識向上 

 

 

 

解決すべき課題 

 

 

 

新居浜市における 3 分野の地域課題の②「環境」 

① プラゴミを削減し、資源循環を推進する上での仕組みづくり 

② 環境に対する意識向上に向けての機会の提供 

 

 

 

 

 

活動内容 

 

 

 

 

 

 

 

① 家庭用 PET ボトルの水平リサイクルの推進 

 

・現在容器リサイクル協会を経由している、家庭から収集された PET 

ボトルの全数・もしくは一部を水平リサイクル（PET ボトルから PET 

ボトル）に振り分ける 

 

・家庭からの回収だけでなく、事業系の PET ボトルも可能かどうか 

 検討する 

  ⇒参加想定業種：PET ボトルを取扱う業種（自販機・小売り・ 

          清掃・環境関係） 

   新居浜市役所：環境・清掃関係部門 

 

 

② オリジナル森のタンブラー製作によるごみ焼却、プラゴミ削減 

 

・新居浜市内の産物のうち、廃棄される間伐材や植物等を加工した 

 オリジナルタンブラーを製作 

・記念品やノベルティ、イベントでのリユースカップとして使用する 

  ⇒参加想定業種：林業・農業関係、小売り・サービス・観光・ 

          イベント業 

   新居浜市役所：農林水産関係、観光関係部門 

 

 

 

分科会提案 NO.1 



 

③ 環境・ＳＤＧｓ認知度向上を目指した啓発活動 

 

・小中学生をメインに PET ボトルの水平リサイクルに関する授業や 

 イベントでのワークショップを実施 

  参加想定業種：教育関係、サービス業、観光・イベント業 

  新居浜市役所：学校・教育関係部門 

 

※上記内容で分科会を立ち上げ、年内に活動を開始し、出来る内容から 

 実施。ＰＥＴボトル水平リサクルは 2025 年（令和 7 年）度から 

 実施を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

期待される成果 

 

 

 

 

 

① PET ボトルの水平リサイクル 

・資源採掘・原料生産・廃棄処理の各段階で発生する CO2 の抑制 

・何度でも元の製品にリサイクルできる 

・リサイクルの用途を市民に可視化できる 

 

② オリジナル森のタンブラー製作 

・未利用資源の活用 

・プラごみの削減、CO2 削減 

 

③ 啓発活動 

・環境・SDGs 認知度向上、行動変容 

 

 ※必要に応じ、ページ数を増やしても差し支えありません。 

 


